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今回はWEB開催として受賞作品の発表をホームページで行っ
たことで、全国・世界へ向けて本イベントの取り組みを発信する
ことができたと考える。また、受賞作品をまとめた特別番組を弊
社の自社チャンネルで放送、および自社アプリでの配信を行っ
た。告知については自社媒体でのCMはもちろん、地元新聞紙
やLINE広告なども活用し、ホームページを見られない高齢者層
にも訴求。これにより本イベントの目的である「仙北市のドロー
ン聖地化プロジェクト」の認知拡大に寄与することができたと考
える。

ホームページの構成は、リアル開催の際にステージで行われ
る受賞作品の発表と同じ流れを採用。ホームページに入ったら
先ず初めにインパクトのあるファーストビュー（歴代受賞作品の
映像集）で興味を惹きつけ、ページを縦にスクロールしながら
記事を読み進めて作品動画を見てもらう。受賞者紹介も顔写
真と愛機の写真、ドローンに関する情報と作品PRを記載。挨拶
や審査員の講評は要約した記事を載せ、コメント動画は見たい
方が見られるようにした。また、ホームページの最後にはオー
ディエンス賞投票の応募フォームを設け、作品応募者や来訪
者が楽しめるようにできたと思う。

2022年に比べ応募作品数は若干減ってしまったが、海外から
の応募数は歴代トップの数であった。リアル開催をした2022年
の来場者数（135人）に比べ約40倍の5,316人がホームページを
訪れ、オンラインでライブ開催をした2021年のライブ配信視聴
数（2,792）に対し今回のホームページ接触数は10倍に近い
21,793という結果となり、全国・世界へ広く発信することができ
たと考える。

オーディエンス賞の投票は32件。投票者には抽選で「VISA eギ
フト5,000円分」を10名様へプレゼントという特典も付け、Google
ディスプレイ広告も打ったのだが、残念ながら伸び悩んでしまっ
た。原因としては、ホームページが縦に長すぎて応募フォーム
までたどり着けなかったのではないかというのが1つ。また、そ
の解消のためにページトップとメニューバーに応募フォームへ
遷移するボタンを設置したが、目立たなかったため気付いても
らえなかったのではないか、という原因が考えられる。
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【主催】 仙北インターナショナル
　　　 　 ドローンフィルムフェスティバル実行委員会

【共催】 東北情報通信懇談会

【後援】 秋田県、仙北市、総務省 東北総合通信局、
　　　　  日本ケーブルテレビ連盟 東北支部、
　　　 　 NHK秋田放送局

事業の名称 仙北インターナショナルドローンフィルムフェスティバル2023
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〇作品募集期間：2023年4月20日～2023年10月16日

〇応募作品数：113作品（うち海外13作品）

〇実施内容：WEB開催（ホームページでの受賞作品発
表）

＜2023年11月16日＞
・メインビジュアル公開・受賞発表日告知
・実行委員長「開催に寄せて」・審査員紹介

＜2023年12月16日＞
・ファーストビュー（動画）公開
・実行委員長および総務省東北総合情報局長挨拶
・各賞の発表（記事＋作品動画）
・作品毎に審査員の講評（記事＋動画）
・オーディエンス賞の投票（応募フォーム）

＜2024年2月9日＞
・オーディエンス賞発表
・特別番組公開（動画）
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公式ホームページ
https://www.drone-fes.com/

開催日

会場来場者
人数

・ページビュー：21,793
・アクティブユーザー：5,316
　（国内：5,230／海外：86）

集計期間：
2023年12月16日～2024年1月31日
（オーディエンス賞投票期間）


